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本日の内容

時間価値とは

交通時間価値の経済学的理論

交通時間価値の推定

PythonBiogemeを用いた演習
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時間価値とは

ある活動時間を単位時間延長、短縮させるために支払ってもよ
いと感じる最大額
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https://r.gnavi.co.jpより引用

飲み放題30分延長500円できる

飲み会に20円/分の価値がある
→30分延長に600円まで支払ってよい

安い!!延長しま～す!!

飲み会に10円/分の価値を感じる人
→30分延長に300円まで支払ってよい

高い… 延長なしで…

https://r.gnavi.co.jp/


時間価値とは

交通活動は主に時間制約があり負の効用を生じさせる活動

交通時間を短くしたい!! →活動時間短縮の時間価値に関係

交通時間短縮価値(VOTT)

交通時間の最短時間を短くしたい!!→制約条件の緩和の価値に関係

交通時間節約価値(VTTS)
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時間価値

• 活動の時間価値(活動時間増加の時間価値)

• 活動時間短縮の時間価値

• 活動時間に関する制約条件の緩和の価値



交通時間価値の経済学的理論

時間価値→支払意思額

(環境の変化前後で効用を維持す
るために支払う必要のある額)

補償的余剰

CS = −
 𝜕𝑉 𝜕  𝑡

 𝜕𝑉 𝜕𝑌

(V:間接効用関数、Y:所得、

 𝑡:交通時間)
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X
(合
成
財
消
費
量
)

T(余暇時間)

効用関数U1

効用関数U2

𝑋∗

𝑇0 −  𝑡

交通時間減少で
効用が上昇

補償的余剰（CS）

𝑇0:利用可能時間
 𝑡：交通時間
∆  𝑡：交通時間減少量

𝑇0 − (  𝑡 − ∆  𝑡)



交通時間価値の経済学的理論

個人効用最大化問題をラグランジェ未定乗数法で解く

max
𝑋,𝑇

𝑈 = 𝑈 𝑋, 𝑇

𝑠. 𝑡 𝑋 +  𝑐 = 𝑌 (𝜆)

𝑇 +  𝑡 = 𝑇0 (𝜇)

（X:合成財消費量(財の価格は1と仮定)、T:余暇時間、  𝑐:交通費用、

 𝑡:交通時間、Y:所得、𝑇0:利用可能時間、𝜆, 𝜇:ラグランジェの未定乗数）
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交通時間価値の経済学的理論

ラグランジェ関数は

𝐿(𝑋, 𝑇, 𝜆, 𝜇) = 𝑈 𝑋, 𝑇 + 𝜆 𝑌 − 𝑋 −  𝑐 + 𝜇(𝑇0 − 𝑇 −  𝑡)

最適解は  𝜕𝐿 𝜕𝑋 = 0,  𝜕𝐿 𝜕𝑇 = 0,  𝜕𝐿 𝜕𝜆 = 0,  𝜕𝐿 𝜕𝜇 = 0 を満たすから

合成財消費量、余暇時間の最適値X∗  𝑐,  𝑡, 𝑌, 𝑇0 , 𝑇∗  𝑐,  𝑡, 𝑌, 𝑇0 は

 𝜕𝑈
𝜕𝑋∗ = 𝜆∗,  𝜕𝑈

𝜕𝑇∗ = 𝜇∗

𝑋∗, 𝑇∗を𝑈(𝑋, 𝑇)に代入して間接効用関数𝑉  𝑐,  𝑡, 𝑌, 𝑇0 を得る
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交通時間価値の経済学的理論

間接効用関数を交通時間と所得で偏微分すると

 𝜕𝑉
𝜕  𝑡 = −𝜇∗ = −  𝜕𝑈

𝜕𝑇∗ ,  𝜕𝑉
𝜕𝑌 = 𝜆∗ =  𝜕𝑈

𝜕𝑋∗

𝑉𝑂𝑇𝑇 = −
 𝜕𝑉 𝜕  𝑡

 𝜕𝑉 𝜕𝑌
=

 𝜕𝑈 𝜕𝑇∗

 𝜕𝑈 𝜕𝑋∗
=
𝜕𝑌

𝜕𝑇

交通時間短縮価値＝余暇の時間価値
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交通時間価値とは(非業務交通)

交通時間を含まない 交通時間を含む

労働時間を
含まない

交通時間価値
＝余暇の時間価値

交通時間節約価値
＝余暇の時間価値＋
交通の商品としての時間価値

労働時間を
含む

交通時間価値
＝余暇の時間価値
＝労働賃金率
＋労働の時間価値

交通時間節約価値

＝労働賃金率＋労働の時間価値
＋交通の商品としての時間価値
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非業務交通：業務時間外に行われる交通(通勤、観光、余暇etc.)



交通時間価値とは(業務交通)

業務交通は意思決定構造が非業務交通より複雑

複数の仮定を置いた状況下の理論しかないのが現状
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業務交通の不確定要素

• 意思決定(目的地、交通手段、経路etc.)を誰が行うのか、

• 誰が交通費を負担するのか

• 移動中に生産活動が行われるか

• 業務交通は業務時間内でのみ行われるのか

• 業務時間外の場合、業務交通に対して賃金はどれほど払われるのか

業務交通：業務時間中に行われる交通



交通時間価値とは(業務交通)
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賃金率アプローチ

• (仮定)雇用者が意思決定、移動中の生産活動×、労働時間中の短時
間業務交通を想定→業務交通にも賃金発生

• (結果)交通時間節約価値＝労働賃金率

賃金率プラスアプローチ

• (仮定)本人が意思決定、労働時間外にも及ぶ長時間業務交通を想定
→労働時間外での業務交通に賃金発生しない

• (結果)交通時間節約価値＝労働賃金率＋労働の時間価値－業務交
通時間価値



交通時間価値の推定
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所得接近法

• 個人の効用に労働時間が含まれる場合、労働賃金率が交通時間価値に
影響

• →労働賃金率から交通時間価値を求める

選好接近法

• 実際の行動データやアンケート調査から、離散選択モデルを組んで

• 交通時間価値を推定



交通時間価値の推定
(所得接近法)

メリット：労働賃金率のデータは信頼性の高いものが必ず存在する。

デメリット：仮定がとても厳しい(個人は労働時間を自由に変更できる・各市場は
完全競争的で、需要と供給が長期的に均衡している)

非業務交通の時間価値＝
年間平均現金給与×(１－各種税率)

年間平均労働時間

業務交通の時間価値 ＝
年間平均現金給与

年間平均労働時間×フリンジベネフィット率
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交通時間価値の推定
(選好接近法)

二項ロジットモデルでの意思決定

→より効用が大きい選択肢を選択する。

効用関数𝑈𝑖𝑛 = 𝑉𝑖𝑛 + 𝜖𝑖𝑛(𝑉𝑖𝑛:確定項、𝜖𝑖𝑛:ランダム項)

確定項 𝑉𝑖𝑛 = 𝐴𝑆𝑅𝑖𝑛＋𝛽𝑐𝑜𝑠𝑡𝑖𝑐𝑜𝑠𝑡＋𝛽𝑡𝑖𝑚𝑒𝑖𝑡𝑖𝑚𝑒

時間価値は  𝛽𝑡𝑖𝑚𝑒
𝛽𝑐𝑜𝑠𝑡

で求められる
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PythonBiogemeで推定

使用データ：東名高速道路利用に関するアンケート調査

時間価値推定のSP調査
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PythonBiogemeで推定
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PythonBiogemeで推定
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時間価値＝  𝐵_𝑇𝐼𝑀𝐸
𝐵_𝐶𝑂𝑆𝑇＝  −0.0791

−0.00185 ≅ 42.76(  円 分)
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